
































































1.がん と診断 された ときは,「診断に対す る衝撃 と否認」 「一
刻 も早 く治療」であった.
2.治療 をしているときは,「何 としても生きてほしい と祈 る気
持ち」 「何 としても助 ける覚悟 と家族 としての見守 り」 「娘
を救 えない無力 さと葛藤」「希望」「がんへの恐れ」「娘の強
さ」であった.
3.がんの再発 ・転移 から亡くなるまでは,「無念 と絶望に悶え




①がんと診断 された ときは,「診断に対す る衝撃 と否認」「一
刻も早 く治療」 とい う2つ の大カテ ゴリーが抽 出された.②
治療 しているときは,「何 として も生きてほ しいと祈 る気持ち」
「何 としても助ける覚悟 と家族 としての見守 り」「娘 を救えな
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